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結
核
地
域
格
差
の
是
正
を
目
指
し
て

平
成
１２
年
度

地
区
別
講
習
会
実
施
報
告

●
北
海
道
地
区

北
海
道
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

主
任

渡
辺
幸
子

今
年
度
の
北
海
道
地
区
の
地
区
別
講

習
会
は
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
６
月
１
日
、
２
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

北
海
道
で
は
、
広
域
な
土
地
柄
か
ら
、

例
年
単
独
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
本
講
習
会
は
結
核
研
究
所
の
講

師
の
方
々
か
ら
、
直
接
結
核
対
策
に
必

要
な
最
新
の
知
識
や
学
問
の
進
歩
に
即

応
し
た
技
術
が
取
得
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
関
心

は
こ
と
さ
ら
高
く
、
今
回
は
全
道
か
ら

総
勢
２
０
０
名
も
の
受
講
者
を
得
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
目
及
び
２
日
目
午
前
の
全
職
種

を
対
象
と
し
た
全
体
講
義
で
は
、
結
核

研
究
所
石
川
副
所
長
か
ら
「
結
核
緊
急

事
態
宣
言
以
後
の
結
核
対
策
」
と
題
し
、

最
近
の
結
核
の
動
向
と
新
し
い
対
策
の

必
要
性
や
結
核
の
積
極
的
疫
学
調
査
な

ど
に
つ
い
て
、
診
療
放
射
線
技
師
を
対

象
と
し
た
講
義
で
は
、
中
野
放
射
線
学

科
長
か
ら
「
Ｘ
線
写
真
に
影
響
を
及
ぼ

す
因
子
」
と
題
し
胸
部
Ｘ
線
写
真
の
画

質
と
被
曝
な
ど
に
つ
い
て
、
保
健
婦

（
士
）
を
対
象
と
し
た
講
義
で
は
、
小

林
保
健
看
護
学
科
長
か
ら
「
結
核
対
策

と
保
健
指
導
」
と
題
し
、
予
防
対
策
の

仕
組
み
や
保
健
指
導
の
実
際
な
ど
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
２
日
目
は
厚
生
省
結
核
感
染

症
課
の
佐
藤
感
染
症
情
報
管
理
室
長
を

お
迎
え
し
て
「
結
核
対
策
の
現
状
と
問

題
点
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
関
す
る
最
新
の
知
識
・
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
た
貴
重
な
講
義
で
あ
り
、

ま
た
、
受
講
者
か
ら
の
質
問
、
発
言
も

相
次
ぐ
な
ど
、
大
変
活
発
な
場
と
な
り

ま
し
た
。

地
域
の
結
核
対
策
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
医
療
従
事
者
や
保
健
所
職

員
の
皆
さ
ん
は
、
結
核
対
策
の
要
と
し

て
重
責
を
担
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

方
々
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
講
習

会
が
今
後
と
も
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
主
催
者
と
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
東
北
地
区

青
森
県
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
健
康
課

総
括
主
査

三
和
千
枝
子

東
北
地
区
の
地
区
別
講
習
会
を
青
森

市
に
お
い
て
６
月
８
日
〜
９
日
の
２
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

「
結
核
緊
急
事
態
宣
言
」
か
ら
１
年

経
過
し
、
結
核
予
防
の
重
要
性
の
認
識

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
２
１
０
名
の
参

加
を
得
、
盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
後
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
好
評
を
博
し
た
北
海
道
・
東
北

６
県
及
び
政
令
市
等
結
核
対
策
行
政
担

当
者
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
県
・
政
令
市
等
の
担
当
者
の
ほ
か

に
各
県
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
５７
名

の
出
席
者
の
下
に
、
結
核
研
究
所
保
健

看
護
学
科
長
の
小
林
先
生
に
座
長
を
お

願
い
し
、
結
核
予
防
会
顧
問
の
島
尾
先

生
、
青
森
県
十
和
田
保
健
所
の
宮
川
所

長
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
主
な
次

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し

た
。

１．

結
核
緊
急
事
態
宣
言
後
の
実
施
事

業
内
容

２．

平
成
１１
年
度
、
１２
年
度
の
特
対
事

業
の
紹
介

３．

各
県
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ

�１
特
対
事
業
の
実
施
内
容
の
企
画
と

評
価
の
方
法

�２
結
核
の
根
絶
ま
た
は
結
核
指
標
値

各
都
道
府
県
の
特
対
事
業
の
実
績
報

告
や
相
互
検
討
及
び
専
門
家
に
よ
る
講

義
の
場
を
設
け
、
結
核
地
域
格
差
の
解

消
と
一
層
の
結
核
対
策
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
地
区
別
結
核
対
策

従
事
者
講
習
会
（
以
下
、
地
区
別
講
習

会
）
が
、
今
年
度
も
各
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
担
当
県
の
方
に
、
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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の
改
善
に
向
け
た
具
体
的
な
数
値

目
標

�３
高
齢
者
の
Ｉ
Ｎ
Ｈ
予
防
投
薬
事
業

の
実
施
状
況

�４
定
期
外
検
診
の
処
理
方
法
と
管
理

に
つ
い
て

�５
結
核
病
床
の
確
保
に
つ
い
て

�６
結
核
集
団
感
染
等
の
事
例
発
生
に

対
す
る
所
内
・
県
内
の
体
制
等

�７
接
触
者
検
診
を
医
療
機
関
に
委
託

し
て
い
る
場
合
の
条
件

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
か

ら
は
今
後
の
方
向
づ
け
と
な
る
的
確
な

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
お
忙
し
い
中
、
各
道
県
等
か

ら
提
出
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
今
後
の

結
核
対
策
の
評
価
検
討
に
役
立
つ
貴
重

な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
情
報
交
換
会
も
回
を
重
ね
、
各

道
県
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
担
当
者
の
熱
意
を
活
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
で
き
る
会
と
し
て
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
関
東
甲
信
越
地
区

群
馬
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

係
長
代
理

山
崎

稔

平
成
１２
年
度
の
関
東
甲
信
越
地
区
に

お
け
る
地
区
別
講
習
会
は
、
群
馬
県
が

担
当
県
と
し
て
、
６
月
２９
日
、
３０
日
の

２
日
間
、
群
馬
県
庁
内
の
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
の
市
町
村
や
検
診
機

関
か
ら
も
多
数
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し

た
。
日
頃
、
結
核
対
策
に
関
わ
る
専
門

家
や
厚
生
省
の
担
当
課
の
方
の
話
を
直

接
聞
く
機
会
の
少
な
い
こ
の
様
な
方
々

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
り
、

各
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
本
講
習
会

を
開
催
す
る
最
大
の
利
点
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

講
習
会
は
、
厚
生
省
結
核
感
染
症
課

の
藤
井
課
長
補
佐
、
結
核
研
究
所
の
森

所
長
、
山
下
対
策
支
援
部
長
、
中
野
放

射
線
学
科
長
、
複
十
字
病
院
の
水
谷
第

一
診
療
部
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
合

同
講
義
及
び
職
種
別
の
講
義
を
開
催
し

ま
し
た
。
特
に
昨
年
結
核
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
て
か
ら
、
関
東
甲
信
越
地

区
で
初
め
て
の
地
区
別
講
習
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
、
例
年
に
も

増
し
て
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
よ
う
で

す
。ま

た
、
厚
生
省
の
藤
井
補
佐
に
は
、

横
浜
市
で
行
っ
た
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
事
例
な

ど
を
交
え
な
が
ら
結
核
の
現
状
を
講
義

い
た
だ
く
と
共
に
、
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
感
染
症
新
法
に
つ
い
て
も
概
略

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
対
事
業
の
企
画
・
評
価
に
関
す
る

研
修
で
は
、
森
、
山
下
両
先
生
か
ら
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
都
県
の
平

成
１０
年
度
実
施
事
業
を
各
担
当
者
で
検

討
し
ま
し
た
。
担
当
者
に
と
っ
て
、
特

対
事
業
の
計
画
立
案
は
頭
を
悩
ま
す
問

題
で
あ
り
、
各
都
県
の
実
施
事
業
は
私

に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

そ
し
て
、
特
対
事
業
を
検
討
し
て
い

く
中
で
、
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、

精
神
病
院
に
お
け
る
入
院
患
者
の
定
期

結
核
健
康
診
断
の
実
施
方
法
で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
対
事
業
を
利
用

し
て
検
診
を
実
施
し
て
い
る
都
県
も
あ

り
ま
し
た
が
、
特
対
事
業
は
あ
く
ま
で

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
定
期
健
診
と

し
て
、
恒
常
的
に
実
施
す
る
方
法
が
な

い
の
か
と
い
う
点
に
議
論
が
及
び
ま
し

た
。
具
体
的
な
解
決
策
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
町
村
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
こ
れ
ら
入
院
患
者
を
一
般
住

民
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
県
も
あ
り
、
今
後
、
何
ら
か
の
形

で
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問

題
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
当
講
習
会
に
参
加
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
東
海
北
陸
地
区

静
岡
県
健
康
福
祉
部
感
染
症
対
策
室

主
事

中
野
美
帆

去
る
６
月
１５
〜
１６
日
、
静
岡
市
に
お

い
て
約
１
７
０
名
余
の
方
々
の
参
加
を

得
て
、
東
海
北
陸
地
区
別
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

結
核
研
究
所
等
か
ら
講
師
を
招
き
、

結
核
患
者
を
巡
る
現
状
、
専
門
医
か
ら

見
た
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
、
結
核
対
策
の

推
進
な
ど
広
範
な
内
容
に
つ
い
て
知
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

全
体
講
義
後
の
分
科
会
で
は
、
医
師
、

保
健
婦
や
行
政
担
当
者
等
が
真
剣
に
話

を
聞
き
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
け

ば
、
結
核
対
策
は
必
ず
前
進
す
る
と
心
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強
く
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
開
催
日
が

平
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
医
師
の
参
加
が

多
か
っ
た
こ
と
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
講
習
会
に
引
き
続
き
、

２
日
目
の
午
後
か
ら
は
東
海
北
陸
の
７

県
８
市
の
行
政
担
当
者
（
保
健
婦
、
診

査
協
議
会
委
員
を
含
む
）
を
対
象
と
し

て
、
結
核
推
進
会
議
に
移
り
ま
し
た
。

愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
及
び
静
岡

県
の
担
当
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
核

対
策
の
概
要
や
特
対
事
業
あ
る
い
は
定

期
外
集
団
検
診
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
者
か

ら
の
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
報
告
さ

れ
た
各
事
項
に
つ
い
て
結
核
研
究
所
の

下
内
先
生
、
小
林
先
生
か
ら
要
点
や
課

題
、
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
豊
富

な
経
験
と
専
門
性
の
上
に
立
っ
た
貴
重

な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
等
は
、
医
療
関
係
者
や

技
術
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
各
県
・
市
に
お
け
る
結
核
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、

行
政
担
当
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

認
識
を
高
め
、
交
流
を
深
め
る
場
と
し

て
活
用
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
会
議
を
通
じ
て
広
域

的
に
結
核
の
現
状
や
問
題
点
を
把
握
し
、

結
核
に
関
す
る
諸
事
情
の
改
善
に
向
け

て
効
果
的
な
対
策
が
進
展
す
る
よ
う
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

●
近
畿
地
区

京
都
府
保
健
福
祉
部
健
康
対
策
課
感
染
症

係

主
査

玉
井
公
子

本
年
度
、
近
畿
地
区
の
地
区
別
講
習

会
を
京
都
府
が
担
当
し
、
去
る
６
月
２２

日
、
２３
日
の
両
日
、
京
都
市
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、
２
８
９
名
も
の
参
加

が
あ
り
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
結
核
緊
急

事
態
宣
言
後
の
講
習
会
と
い
う
こ
と
で
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
後
は
、
当
番
県
の
企
画

で
、
各
地
の
特
対
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。ま

ず
、
結
核
地
域
間
格
差
に
つ
い
て

参
加
者
の
共
通
認
識
を
図
る
た
め
、
図

表
を
使
っ
て
の
話
題
提
供
の
あ
と
、
各

府
県
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
か
ら
は
結
核
モ
デ
ル
診
査
会

事
業
に
つ
い
て
、
大
阪
市
か
ら
は
大
都

市
に
お
け
る
結
核
治
療
率
向
上
（
Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
）
事
業
に
つ
い
て
、
堺
市
か
ら
は

小
児
結
核
罹
患
率
低
減
化
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
大
阪
府
か
ら
は
医
師
研
修
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
京
都
府
か
ら
は
保

健
医
療
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
地
域
の
実
状
に
合
わ
せ
、
問
題
解

決
の
た
め
に
各
府
県
市
が
特
対
事
業
を

推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
事
業
推
進

の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
大
阪
市
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
事
業
の

報
告
の
中
で
、
患
者
さ
ん
が
看
護
婦
と

の
会
話
を
楽
し
み
に
通
っ
て
く
る
と
い

う
報
告
は
、「
人
が
人
を
治
す
」
と
い

う
結
核
対
策
の
根
幹
に
触
れ
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

今
後
、
西
高
東
低
の
結
核
事
情
を
改

善
す
る
た
め
、
感
染
症
と
し
て
の
結
核

の
認
識
を
新
た
に
し
、
さ
ら
な
る
奮
起

を
誓
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
中
国
四
国
地
区

高
知
県
健
康
福
祉
部
健
康
対
策
課
感
染
症

班

與
名

良

中
国
四
国
地
区
に
お
け
る
地
区
別
講

習
会
は
７
月
１３
〜
１４
日
の
両
日
開
催
さ

れ
、
各
県
・
市
担
当
者
及
び
医
療
従
事

者
な
ど
約
１
８
０
名
の
参
加
を
得
、
盛

況
裡
に
終
了
し
た
。

初
日
午
後
の
分
科
会
で
は
、
職
種
ご

と
に
必
要
な
最
新
の
技
術
や
知
識
等
を

学
ん
だ
が
、
私
自
身
、
講
師
の
方
々
の

熱
意
に
圧
倒
さ
れ
、
感
銘
を
受
け
た
。

今
後
実
践
す
べ
き
課
題
等
を
考
え
る
と

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

２
日
目
午
後
の
「
特
対
事
業
の
企

画
・
評
価
に
関
す
る
研
修
」
で
は
、
学

会
発
表
形
式
で
、
以
下
の
四
つ
の
事
業

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
�１
結
核
手
帳

作
成
事
業
（
山
口
県
）、
�２
ハ
イ
リ
ス

ク
者
対
策
事
業
、
�３
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
調
査
分
析
等
事
業
、
�４
結
核
集
団
感

染
報
告
書
作
成
事
業
（
�２
�３
高
知
県
、

�４
高
知
市
）。

�１
で
は
、
新
規
登
録
患
者
本
人
が
服

薬
状
況
等
に
つ
い
て
記
録
し
、
療
養
の

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
整
理
さ
れ
た

結
核
手
帳
が
紹
介
さ
れ
、
訪
問
指
導
時

の
活
用
等
が
報
告
さ
れ
た
。
�２
�３
で
は
、

保
健
所
に
よ
る
関
係
機
関
へ
の
精
力
的

な
働
き
か
け
等
の
紹
介
、
ま
た
�４
に
つ

い
て
は
、
最
大
規
模
の
結
核
集
団
感
染

事
例
を
体
験
し
た
保
健
所
に
お
け
る
一

全国
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連
の
対
応
経
過
等
が
報
告
さ
れ
た
。

助
言
者
と
し
て
ご
出
席
下
さ
っ
た
結

核
研
究
所
の
山
下
先
生
、
星
野
斉
之
先

生
、
星
野
豊
先
生
か
ら
は
、
個
々
事
業

ご
と
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
・
発
言
等
が
少
な

く
感
じ
ら
れ
た
が
、
情
報
交
換
の
場
作

り
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
か
な
と
、
少

し
切
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
こ
の
様

な
講
習
会
が
、
地
域
ご
と
の
相
互
研
鑽

の
場
と
し
て
も
っ
と
生
か
さ
れ
れ
ば
と

願
う
。

な
お
、
そ
の
場
で
は
内
容
を
紹
介
で

き
な
か
っ
た
が
、
各
担
当
者
か
ら
事
前

に
提
出
い
た
だ
い
た
特
対
事
業
の
実
施

状
況
等
の
貴
重
な
資
料
は
、
各
自
持
ち

帰
り
活
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。最

後
に
、
今
回
多
数
の
参
加
者
に
恵

ま
れ
た
こ
と
、
講
師
の
先
生
方
に
じ
か

に
ご
指
導
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
こ
と

に
対
し
、
熱
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
九
州
地
区

福
岡
県
保
健
福
祉
部
健
康
対
策
課

参
事
補
佐

松
尾
美
智
代

九
州
地
区
の
地
区
別
講
習
会
は
７
月

１８
日
、
１９
日
の
両
日
、
福
岡
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
特
対
事
業
の
企
画
・
評

価
に
関
す
る
討
議
は
、
２
日
目
の
午
後

に
も
か
か
わ
ら
ず
１
７
０
名
を
越
え
る

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
討
議
で
は
、
結
核
緊
急
事

態
宣
言
や
行
財
政
改
革
の
流
れ
を
受
け

「
最
小
の
予
算
で
最
大
の
効
果
」
を
上

げ
る
た
め
に
、
結
核
対
策
の「
見
直
し
」

が
迫
ら
れ
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、

「
見
直
し
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
研
修
」
と
「
予
防
接
種
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
宮

崎
県
か
ら
モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
続
い

て
各
県
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
域
に
お
い
て
は
、
行
政

側
の
一
方
的
な
「
知
識
の
伝
達
」
で
は

な
く
、
相
手
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
内
容
と
す
る
こ
と
、
研
修

の
効
果
を
継
続
評
価
す
る
こ
と
、
行
政

担
当
者
の
場
合
は
、
一
貫
し
た
体
系
的

な
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
図
る
こ
と
な
ど
の
「
見
直
し
」
が

必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
予
防
接
種
」
に
つ
い
て
は
、
佐
賀

県
の
保
健
所
か
ら
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
評

価
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
時
間
の
関
係
で
十
分

な
議
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
区
別
結
核
対
策
推
進
会
議（
仮
称
）

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
１
日
目
の
講
習

会
終
了
後
１
時
間
程
度
、
各
県
及
び
政

令
市
の
行
政
担
当
者
会
議
で
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
既
存
の
九
州
地

区
の
結
核
担
当
課
長
会
議
と
の
関
係
を

ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
焦
点
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
９
月
に
開
催
さ
れ
た
九

州
地
区
の
結
核
担
当
課
長
会
議
で
、
担

当
者
レ
ベ
ル
に
よ
る
地
区
別
結
核
対
策

推
進
会
議
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て

承
認
が
得
ら
れ
、
来
年
度
開
催
へ
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

３月２４日 世界結核デー
２００１年テーマ決まる

“DOTS―すべての人に治療の機会を”

今、世界の結核の状況は、毎年８００万人が発病し、２００
万人が結核によって死亡していると言われ、ここ数年変
わっていません。しかし、DOTS戦略の恩恵を受けて
いる人は全世界の４３％に達し（９８年末現在）、効果的な

治療を受けられる患者が増えていると言えます。
WHOが掲げる２００１年世界結核デーのテーマは
「DOTS―すべての人に治療の機会を“DOTS―TB cure

for All”」です。世界中の誰もが健康を享受する権利が
あり、いかなる差別もなく、すべての結核患者が治癒に
結びつく治療が受けられるよう、呼びかけましょう。
患者の治療結果は貧富の差、性別、大人と子供など、
様々な因子によって左右されています。
このテーマの下、結核の治療が人間の権利として広く
認識され、世界的な結核問題に早急な解決が図られるこ
とが期待されます。

（関連ホームページ（英語）：http：／／www.stoptb.org

http：／／www.who.int／gtb）
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